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河川等の水質が
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【成果指標・実績値・目標値】
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（単位％）

環境負荷が取り除か
れる。

小施策

【対象】

基準違反の事業場
に対して改善を指
導することができる

発生原因を除去す
ることで快適な市
民生活が確保され
る

生活環境の保全

必要に応じて関係
機関へ通報する

年間を通じて大気
汚染物質を測定
し，監視する

月１回，有害大気
汚染物質を測定す
る

市民から公害等の
苦情を受付し，現
地を調査する

【進捗状況】 法令に基づいた届出を受理し，工場及び事業
場へ立入調査を実施した。違反事業場に対し
ては改善指導した。

・市民等から苦情相談を受付し，現地確認を行
う。
・原因者に対して改善を指導する。

0千円

【事業担当課】

・測定局２地点において年間を通じて大気汚染
物質を測定する。
・毎月１回，有害大気汚染物質を測定する。

【実施内容】

【事業概要】

【事業費】

公害等に関する苦情相談を受け，現地確認の
うえ原因を調査し，原因者に対して必要な指導
を行うとともに各関係者間の調整を行う。

【実施内容】

【事業費】

環境企画課

②公害苦情処理・相談事務

【事業概要】

【事業概要】

クリーンセンターに協議会事務局を置き，次の
活動を行った。
　・ 公害防止対策協議会　３回開催（定例）
　・ 公害監視委員会　２回開催（定例）
　・ 調査研究事業　視察１回実施
　・ 協議会だより　２回発行

会議及び調査研究事業等は計画通り実施し
た。

⑥クリーンセンター公害防止対策協議会運営事
業費補助金

H29 H31 H36

【実施内容】 ・公共用水域（市内23河川２湖沼）28地点にお
いて，年間を通じて水質を調査。
・市内10地点の地下水概況調査，汚染井戸10
地点の水質監視を実施。
・高松の池において年２回水質を調査。

・一般地域（１５地点），道路に面する地域（１９地点），
高速交通沿線（高速道６地点，新幹線５地点）の騒音・
振動の測定を行い，測定結果を公表する。
・道路管理者，新幹線・高速道の管理者，公安委員会
等の関係機関に環境基準遵守の要請を行う。

クリーンセンターに
よる公害の発生が
防止される

協議会がクリーン
センターの運転方
法や情報開示等に
ついて意見等を具
申する

クリーンセンターの
運転方法や情報開
示内容等が改善さ
れる

【進捗状況】

【実施内容】

C

騒音の環境基準適合
率（適合地点数／測定
地点数）

（単位％）
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対象ごとに騒音･振
動の測定を行い，現
況及びその推移を把
握するまた測定結果
を公表する

市民・事業者・関係機
関が市内の騒音・振動
状況を把握できる

【別紙】

法令に基づく届出
を指導し，受理する

工場等の事業場の
状況を把握し，必
要な指示をすること
ができる

公害発生が未然に
防止される

工場及び事業場へ
の立入調査を実施
する

施策コード 10 施策名

小施策コード 10-2 小施策名

【事業担当課】

公害の防止

法令に基づいた届出の受理，立入り検査及び
原因者に対する指導を行うことにより，公害発
生を未然に防止するとともに，基準超過事業場
を指導し，基準を遵守させることにより良好な環
境を維持する。

【実施内容】 ・法令に基づく届出の受理。
・工場及び事業場への立入調査

①公害監視・指導事務

事業名

事業概要等

環境企画課

469千円

【進捗状況】

【事業費】

原因を究明し，原
因者に対して改善
を指導する

河川等の水質を調
査し，結果を公表
する

調査年度の水質状
況の基礎資料となる
とともに，汚染探知
の契機とすることが
できる

市内の水質状況
（経年変化）が把握
できる

④水質測定事務

【事業概要】 市内の河川，湖沼及び地下水の水質状況を把
握し，関連する部局への情報提供を行うことで
水質汚濁防止対策に資する。

【事業費】

【事業担当課】 環境企画課

【事業費】 11,700千円

③大気汚染常時測定事務

【進捗状況】 市民からの苦情相談を受付し，現地調査を行
い，必要に応じて原因者に対して指導した。
（平成29年度　受付・現地調査：67件，指導：18
件）

大気汚染物質の年間を通じた測定，有害大気
汚染物質の月１回の測定を実施した。ホーム
ページ等で市民へ速報値を情報発信した。

継続的に大気汚染に係る測定を実施すること
により，市域における大気汚染の状況及びその
経年変化等を把握し，市民の健康の保護及び
生活環境の保全のための大気汚染防止対策の
基礎資料とする。

生活環境の保全意識
が啓発される

5,035千円

大気汚染の状況及
びその経年変化等
が把握できる

【進捗状況】

市民に向けた大気
汚染の情報発信や
適切な大気汚染対
策ができる

市民生活に悪影響を
与えている騒音・振動
が軽減される

【事業担当課】 環境企画課

地下水の水質を調
査し，結果を被調
査者に通知する。
また概要を公表す
る

騒音･振動に配慮した
施設･設備の設置及び
改善がなされる

【事業費】 540千円

【事業担当課】 クリーンセンター

クリーンセンター公
害防止対策協議会
に運営事業費の補
助金を支出する

協議会がクリーン
センターの運転情
報等を確認・検証し
たうえで承認する

関係各課，関係機関に
対し環境基準遵守の要
請等を行う

【事業概要】 クリーンセンター建設時に近隣住民と取り交わ
した「覚書」によって設置された「クリーンセン
ター公害防止対策協議会」に対し，運営事業
費の補助を行う。

【実施内容】

河川及び湖沼，地下水の水質測定を実施し，
結果を国に報告したほかホームページで公表
した。

1,515千円

一般地域，道路，高速交通（高速道，新幹線）
の騒音・振動の測定を行い，結果を国や関係
機関に報告したほかホームページで公表した。

【進捗状況】

【事業担当課】

⑤騒音・振動測定事務

【事業概要】 一般地域，道路に面する地域，高速交通（高速
道，新幹線）沿線における騒音・振動の実態と
その推移を把握し，測定結果を公表するととも
に，それに基づいた要請・指導を行う。

環境企画課
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